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毛利文香さん応援レポート

みなとみらいクラシック・マチネ

「毛利文香ヴァイオリン」
2016年７月11日（月）

横浜みなとみらいホール

１日２部形式。各回ごとのこだわりのプログラム

「みなとみらいクラシック・マチネ」。
今年度より新たに開始された横浜みなとみら
いホールの新しいコンサートシリーズである。
平日お昼間に開催される。

国内外の第一線で活躍するソリスト達が登場。
１日２部形式、各回別プログラムという特徴あ
る設定。それを活用し、アーティスト各々が、こ
だわりのプログラムを構成する。1日通して聴
けば、アーティストの想いや音楽の魅力にさら
に深く触れることができるという粋な企画だ。
本日はシリーズ２回目。毛利さんにとっては、
地元横浜での演奏会となる。

会場はみなとみらい小ホール（440席）。
室内楽や、ピアノ・声楽などのリサイタル、こと
に弦楽器など繊細な音色の楽器には最高の
音響と定評あるホールである。
窓の外には青い海。みなとみらいのシンボル
マークの建物も目に入る。

本日のチケットは第１部、第２部ともに
完売。１部・２部の通し券である「１日
券」で聴く方々も。強い日差しの猛暑
日にもかかわらず、多くのお客様が
詰めかけている。
横浜出身の毛利さん。昨年９月からは
ドイツ・クロンベルクアカデミーに留学
中。本日は研鑽の成果を地元で披露
してくれる機会でもある。

前日に開催された財団総会では、新
奨学生（＝第45回生）として参加し、同
じく新奨学生の小林海都さん（ピアノ）、
水野優也さん（チェロ）とともに、若さ
はじけるベートーヴェン「幽霊」第一楽
章を披露してくれた。
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本日のプログラムには、第１部では

モーツァルトとベートーヴェン、第２部で
はプーランク、フランクと、ヴァイオリン・
ソナタが４曲並ぶ。

通して聴けば、４人の作曲家のヴァイオ
リン・ソナタを味わうことができるという
贅沢な構成。

４つのヴァイオリン・ソナタ。各々の世界を弾き分ける

第１部が始まる。
毛利さんとピアノの日下知奈氏が登
場。毛利さんは横浜の海を思わせる
ようなブルーのドレス。お似合いだ。

１曲目はモーツァルトのヴァイオリン・
ソナタ第28番。モーツァルトが書いた
ヴァイオリンソナタの中で唯一の短調
の曲。哀調を帯びた旋律。ピアノとの
追いかけ合うユニゾンが美しい。

２曲目、ベートーヴェンのヴァイオリ
ン・ソナタ第９番。「クロイツェル」として
知られる曲だ。ダイナミックに繊細に、
強弱のメリハリも美しく、鳴り響く音色。
「かっこいい！」ほどの演奏に聴き惚
れる。

ブラヴォーの大声援があちらこちらか
ら。

写真ご提供：横浜みなとみらいホール（当ページの写真全て）

第２部。毛利さん、今度は淡いペパーミントグ
リーンのドレス姿で登場。ウッド調の舞台によく映
える。

２部１曲目のプーランクが始まる。「切り替わりが
はっきりしていて、そういう面が魅力でもあり難し
くもある曲」だと毛利さん。
情感たっぷりに。音がとても良く鳴っている。
「銃声のイメージ」というラストの音も劇的に。

最後の曲はフランクのソナタ。「１人の人の人生
を振り返り、場面場面が描かれているようなイ
メージの曲です」とのこと。のびやかに大胆に、
優美に繊細に、客席を魅了して締めてくれた。

４つのソナタの世界を堂々と弾き分けて終演。
ピアノとの調和も美しく。
ブラヴォーの声と大きな拍手。

迫力満点である一方、柔らかさやしなやかさを感
じさせる魅力的な演奏であった。

終演後のホワイエ。「モーツァルトやベートーヴェ
ン、作曲家達から、『音楽の天使』にお手紙が届
いたようだったわ～」と白髪の上品なご婦人。
聴衆のみなさんも、午後のひとときを堪能された
もよう。小ホールの豊かな響きにも心惹かれた。
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出したい「音」のイメージをはっきりと持ちながら
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後の毛利さんに話を聞いた；
－ 聴きごたえあるプログラムでした;
「 ・・・難しいことに挑戦するプログラムで

したが、今年はソナタのレパートリーを増
やしたいので思い切って組んでみました。
なかなかこんなプログラムで弾かせてい
ただけることはないですし」。

＜演奏会概要＞
◆出演
毛利文香（ヴァイオリン）
日下知奈（ピアノ）

◆プログラム：
第１部

モーツァルト：ヴァイオリン・ソナタ 第28番
ホ短調 K.304
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第9番
イ長調 Op.47 「クロイツェル」

第２部
プーランク：ヴァイオリン・ソナタ
フランク：ヴァイオリン・ソナタ イ長調

プロデューサー西巻正史氏、
ピアノの日下知奈氏と

次の演奏会は苫小牧。月末には東京文
化会館にて、山根一仁さん（ヴァイオリ
ン）、上野通明さん（チェロ）とともに、
高校時代に結成した
「エール弦楽四重奏
団」での室内楽。
忙しい日々が続く。

毛利さん、
素敵な演奏でした。
また
聴かせてください！

－ 留学後、変化しているところなど；

「・・・留学後に先生に指摘され直してい
るのは、右手の弓の持ち方や左手の指
の押さえ方です。右手の親指の当て方
や、左指のタッチの強さなど、細かいこと
ですが、それが大きな違いを生みます。
意識の問題の部分が大きいのですが、
意識して気を付けるということは単純な
がら、とても大事なことだと思います。」。

「・・・・大きく変わった点としては、自分の出
したい音のイメージを、よりはっきり持つよう
になりました。それに伴って自分の音を

もっと注意深く聴くようになってきています。
それが『こういう音を出したいから弾き方を
こう変えてみよう』と、右手や左手の使い方
に繋がってきています

－ どんな音を？；

「・・・曲や曲の箇所にもよるのですが、『最初
から充実した音にしたい』『ここは歌いたい』と
か、『弱い音でも内なるエネルギーを込めて』
とか、いろいろ音をイメージしています」

－ 本日の音のイメージは？；

「・・・４曲それぞれの違いを出したいと
思って準備しました。それぞれの色を聴
いていただきたかったので。

そういうことを、強く意識しながら弾きま
した」。
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【コンサート・フライヤー(表）】



5

【コンサート・フライヤー(裏）】
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【コンサート・プログラム 表紙】
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【コンサート・プログラム P.１】
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【コンサート・プログラム P.２】
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【コンサート・プログラム P.３】


